
登別市森林整備事業計画

１ 森林整備事業の基本方針

　森林の適正な利用管理や施業コストの低減を図るため、作業路網の基盤整備を行う

２

３ 育成林整備

（１）公的森林整備推進事業

① 団地名、団地面積及び所在地

② 公的森林整備を推進する必要性

　森林は、国土の保全、水資源のかん養及び快適な生活環境の保全等の公益に資する機能を
有しており、私たちの生活に深く結びついている。こうしたことから、それぞれの森林が持
つ多面的機能に配意しつつ、重視すべき機能に応じた森林の整備を総合的に行うため、ゾー
ニングに応じて望ましい森林の姿に誘導するよう努める。

　登別市においては、２３７haの無立木地があり、適地適木を旨として気候・土壌等の自然
的条件に適合した樹種を早期に植栽し、未立木地や伐採跡地の早期解消に努めるとともに、
間伐遅れ林分や無間伐林分を解消するため間伐の推進を図り、森林の公益的機能を維持増進
に努める。
　一定の林齢に達している人工林において、森林を健全な状態に維持するための密度管理を
行なうとともに、気候、地形、土壌の自然的条件等、林業技術体系等からみて、人為と天然
力の適切な組み合わせにより複数の樹冠層を構成する必要のある林分については育成複層林
整備を積極的な推進を図る。

事業主体及び事業計画地の現況

　森林の機能別区域では、「水土保全林」４，２５０ha、「森林と人との共生林」９２１ha
となり、「水土保全林」では流域育成林整備事業により、山地災害防止機能や水源かん養機
能を増進させるよう、複層林施業や長伐期施業の推進及び適正な伐採方法の採用を図るほか
林床の安定化を考慮した適切な造林・間伐を計画的に実施する。
　「森林と人との共生林」では、森林空間総合整備事業・絆の森整備事業により、保健文化
機能や生活環境保全機能を増進させるよう、景勝地周辺の森林において景観の向上を配慮し
た間伐や枝打ちの実施、生態系を特に保全すべき森林にあっては野生生物の生息・生育環境
の保全等に配慮し計画的に実施する。

　登別市の森林整備は、苫小牧広域森林組合が事業主体となって森林整備を行う。

　当市の総面積は、２１，２１１haでうち森林面積は１５，５５１haで総面積の７３％を占

めており、内訳としては、一般民有林５，１７０haとなっている。


